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ン ( IL-1 ， 6 ) が コ ラ ー ゲ ン 誘導関節炎 に 与 え る
影響. 第 8 回 日 本整形外科学会基礎学術集会， 19 
93， 10， 松本.

82 ) 金森 昌 彦 ， 松井寿夫， 遊 道和雄， 大森一 生，
落合 宏 : 培養 Dunn 骨 肉 腫 細 胞 の 分 化 誘 導 .
第52回 日 本癌学会総会， 1993， 10， 仙台.

83 ) 北川秀機 : 磁気刺激に よ る サルを使っ てのニ ュ ー
ロ ン の実態 と 臨床での実際の問題点. 第 2 回磁気
刺激法勉強会， 1993， 10， 福岡 ( 特別講演) .

84 ) 金森 昌彦， 松井寿夫， 三秋謙太郎， 遊道和雄，
大森一生， 辻 陽雄 : 腰部硬膜内脂肪腫 に対す る
医薬大式脊柱管拡大術の有用性に つ い て . 第81田
中部 日 本整形外科災害外科学会， 1993， 10， 松山.

85 ) 遊道和雄 ， 松井寿夫， 金森 昌 彦 ， 前 田 明 夫 ，
大森一生 : Ecchondroma 摘 出 についての一考察.

第81 回中部 日 本整形外科災害外科学会， 1993， 10， 
松山.

86 ) 角 口 孝文， 飯 田鴎二， 田 島剛 二 ， 前 田 明 夫 :
Ender 法の適応 と評価-17年の臨床経験か ら
第81 田中部 日 本整形外科災害外科学会， 1鈎3， 10， 
松山.

87 ) 北川秀機， ) 1 1 口 善治， 中 村 宏， 辻 陽雄，
高野治雄， 中藤真一 : 手術時 の磁気刺激誘発複合
筋活動電位モ ニ タ リ ン グ. 第23回 日 本脳波 ・ 筋電
図学会学術大会， 1993， 1 1 ， 鹿児島.

88 ) 中村 宏 ， 北 川 秀機， 川 口 善治 ， 辻 陽雄，
高野治雄， 中藤真一 : ヒ ト 麻酔下お よ び覚醒時の
連続磁気刺激 に よ る 誘発複合筋活動電位 の促通.
第23回 日 本脳波 ・ 筋電図学会学術大会， 1993， 11 ，  
鹿児 島.

89 ) 中藤真一 ， 北 川 秀機， 中 村 宏 ， 辻 陽雄，
高野治雄 : ネ コ 頭部磁気刺激誘発活動電位の 8 字
形 コ イ ル に よ る 至適刺激方向 の検討. 第23回 日 本

脳波 ・ 筋電図学会学術大会， 1993， 1 1 ， 鹿児島.
90 ) 松野博明， Kadowaki， K.M. ， 辻 陽雄 : コ

ラ ー ゲ ン 誘導関節炎 ( CIA ) マ ウ ス リ ン パ球 の
SCID マ ウ ス へ の移入. 第23回 日 本免疫学会総会
学術集会， 1993， 1 1 ， 仙台.

91 ) 酒井清司， 松野博明， 辻 陽雄 : 慢性関節 リ
ウ マ チお よ び変形性関節症患者滑膜組織に お け る
s u  bstance P receptor mRN A の 局在. 第23 回
日 本免疫学会総会学術集会， 1993， 1 1 ， 仙台.

92 ) 松野博明， 遊道和雄， 安 田 剛敏， 辻 陽雄 :

G-II OA ブ レ ー ス の変形性膝 関節症 に対す る 使
用経験. 第 9 回 日 本義肢装具学会， 1993， 11， 神戸.

93 ) 今回光一， 松井寿夫 : 卵 巣摘出患者 に お け る
腰椎変性すべ り と 骨塩量低下 の関連. 第 1 回 日 本
腰痛研究会， 1993， 1 1 ， 神戸.

94 ) 今回光一， 安 田 剛敏， 酒井清司 ， 中藤真一，
白 木徹ー : 退行期骨粗緊症 に対す る 短期型 2x3
ADFR 療法 に つ い て 第 1 5 回北陸骨 Ca 代謝談話
会， 1993， 1 1 ， 金沢

95 ) 遊道和雄， 松野博 明 ， 長 田 龍介， 安 田 剛敏，
辻 陽雄， 西能 紘， 八島省吾， 中 田 達也 : RA 
患者 に お け る Mizoribin の関節液へ の移行 に つ
いて 富山県 リ ウ マチ臨床研究会 1993， 11， 富山.

96 ) 下条竜一， 松井寿夫， 金森 昌彦， 今 回 光一，
長 田 龍介 : 胸椎 Osteochondroma に よ り 脊髄症
を 呈 し た 1 例 . 第 1 2 9 回 北 陸 整 形 外 科 集 談 会 ，
1993， 1 1 ， 福井

97 ) 堂下幸一郎， 松井寿夫， 金森昌彦， 酒井清司 :
下腿過成長 を き た し た Nerve sheath myxoma 
の 1 治験 例 . 第 1 2 9 回 北 陸 整 形 外 科 集 談 会 ，
1993， 1 1 ， 福井

98 ) 中沢不二雄， 高野治雄， 中藤真一， 泉田重雄 :
大腿骨角状骨切 り 術後に発生 した小転子関節症の
l 例. 第129回北 陸整形外科集談会， 1993 ，  1 1 ，  

福井.
99 ) 星山真理， 中野正人， 石原裕和 ， 今 回 光一 :

当院におけ る痛風外来 の現況. 第60回新潟内分泌
代謝同好会， 1993， 1 1 ， 新潟.

100 ) 石原裕和， 松井寿夫， 平野典和， 大 島 博，
辻 陽雄 : 腰椎分離すべ り 症 に対す る 疎開 ブ ロ ッ
ク 併用前方固定術の臨床成績. 第 4 回北陸脊椎外
科研究会， 1993， 12， 福井.

⑩ そ の 他
1 )  Ishihara H. ，  Urban J.P.G. : The effect of 

low oxygen concentration and metabolic 
inhibitors on matrix synthesis in the inter
vertebral disc. Trans Orthop ( JBJS ) 18 : 208， 



1993 . 
2 )  辻 陽雄 : 国際社会へ の寄与 に 向か つ て. 医学

界新聞 2028 : 10， 1993. 
3 ) 辻 陽雄 : 臨床医学 の 国際寄与 と 課題. FSIE 

News 16 : 1 -3， 1993. 
4 )  辻 陽雄 : 目 でみ る体 の し く み ・ 腰. NHK 健

康通信 : 1・3， 1993. 
5 )  松井寿夫 : 椎間板ヘルニ ア の疫学と家族集積性

第 3 回腰痛 シ ン ポ ジ ウ ム 講演記録集， pp 1 ・ 1 3 ，
イ ン タ ー メ ッ ド， 東京， 1993. 

6 ) 松井寿夫， 遊 道和雄， 辻 陽雄 : 血 中 type 1 

procollagen c-peptide ， prolyl hydroxylase ， 
osteocalcin 濃度を指標 と した脊柱靭帯骨化 の評
価. 脊柱靭帯骨化症調査研究班平成 4 年度研究報
告書 : 25・28， 1993. 

7 )  平野典和 : X線診断 Q & A. 整 形外科 44 : 
517 -518. 1993. 

⑥ 講 演
1 )  辻 陽雄 : 腰椎外科の 進歩 と 将来へ の課題. 宮

崎医科大学整形外科記念講演 1993， 1 ， 宮崎.
2 )  高野治雄 : 廃用症候群. 富山県 リ ハ ビ リ テーシ ョ

ン研修会， 1993， 2 ， 富山.
3) 辻 陽雄 : 高齢者 の骨 ・ い たみ， そ し て死への

対応. 第 4 回高齢者福祉医療研究会， 1 993 ， 3 ， 
富山.

4 )  辻 陽雄 : 内科医 のた め の腰痛 の治療 と 管理.
名 古屋 内科医会学術講演会， 1993， 4 ， 名 古屋.

5 )  辻 陽雄 : 小児 ・ 成長期の骨関節の病気と保健.
第22回富山県小児保健学会， 1993， 4 ， 富山.

6) 辻 陽雄 : 慢性腰 ・ 下肢痛 の治療 と 管理. ノ イ
ト ロ ビ ン特号 3cc 発売日周年記念講演会， 1993 ， 
5 ， 名 古屋.

7 )  辻 陽雄 : 腰痛外来 の コ ツ . 益田郡 ( 岐阜 ) 学
術講演会， 1993， 7 ， 下 目.

8 )  辻 陽雄 : 腰椎退行変性疾患ーそ の治療の進歩
と こ れか ら の課題- 第21 回四国整形外科医会研
修会， - 1993， 7 ， 丸亀.

9) 松井寿夫 : 骨粗索症一骨 の老 化 と そ の 予 防
八尾町健康講座， 1993， 7 ， 八尾.

10 ) 辻 陽雄 : 現代医療 に 求 め ら れ る 整形外科医
の ス タ ン ス 第10回富山医科薬科大学整形外科立
山セ ミ ナ ー， 1993 ， 8 ， 富山.

1 1 )  辻 陽雄 : 椎弓切除 の功罪. 第 10 回 富 山 医科
薬科大学整形外科立 山セ ミ ナ ー， 1ω3， 8 ， 富山.

1 2 )  松井寿夫 : 腰 ・ 仙神経根排除 と リ ス ク . 第 10
回富山医科薬科大学整形外科立山 セ ミ ナー， 1993， 
8 ， 富山.

13 ) 川 口 善治 : 展開排除 さ れた 腰背筋損傷 と リ ス
ク. 第10田富山医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナー
1993， 8 ， 富山.

14 ) 辻 陽雄 : 腰痛外科ーそ の取組み 方 の基本 と
展望- 第 2 回岡 山脊椎外科研究会， 1 993 ;  9 ， 
岡 山.

15 ) 辻 陽雄 : 老い と 脊椎疾患， その管理と対策一
高齢者の ア メ ニ テ ィ ー を 求め て一. '93 国際長寿
科学 シ ンポ ジ ウ ム ， 1993， 10， 名 古屋.

16 ) 辻 陽雄， 吉津英造 (対談 ) : 腰椎疾患 の神経
症状 に対す る 薬物療法. メ デイ カル ト リ ビ ュ ー ン，
1993， 10， 東京.

17 ) 辻 陽雄 : こ れか ら の高齢者の健康と 生き方 ・
そ の 課題. 富 山 県住宅改造 ・ 介護機 器 研 修 会 ，
1993， 10， 富山.

18 ) 辻 陽雄 : 健やか に老後 を 生 き る た め の 心構
え と 課題一高齢者 の あ し ・ こ し の病気か ら- 兵
庫県老年研究会秋季講演会， 1993， 1 1 ， 神戸.


